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均場結合をもつ位相モデル [3]である｡個別振動子の位相を 如､自然振動数を叫 とすると､ひ
とつの棲準的モヂルは





















































等 -W.･-(1･ ic,)lWil2 wi.蛋(1･icl)∑ (W,･-Wi) (3)
∫
も興味深い｡上式のように､振動数分布などの乱雑性がない場合でも多様な集団的挙動､たとえば
クラスタリングや集団カオスなどが見られることが最近の研究からわかってきた [23]｡
振動子集団の研究の焦点は単純な集団ダイナミックスから､集団カオスのようにより複雑なダ
イナミックスに移りつつあるように思われる｡また､振動神経回路を意識したモデルの提案 [24,
25]や､位相モデルの視覚情報処理への応用に関する理論 [26- 28]も現れはじめている｡
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